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研究結果の概要 

 本研究は，教員や TA と受講生との双方向コミュニケーションを促進することで，受講生のコ

ミュニケーション能力の向上のみならず，「自分で考え，手を動かして実験を行い，その結果を考

察する」という一連のプロセスに興味を持たせて学習の動機を強化させることを目標とするもの

である． 

 以上の目標を達成させるため，教員・TAと受講生との間の双方向コミュニケーションをさらに

活性化させる仕組みを導入し，受講生の学びの深化を図った．具体的には，以下の内容の取り組

みを行った． 

１. 現行の授業内容・方法を担当教員間で互いに検証し，受講者との双方向コミュニケーション

をさらに促す方法について検討した． 

２. 教科書を改編し，一部に穴埋め部分を設けることで予習を促すようにした． 

３. 学生自身が実験対象サンプルを選定し実験を行うことで，実験グループごとに異なる結果が

得られるようにし，教員や TA とのディスカッションによる結果の考察をより促すようにし

た． 

４. 老朽化していた機器を更新した． 

 

 新しい内容の授業は現在（H27年度前期）実施中であるため，本取組みの効果は，H27年度前

期授業終了後のアンケートや担当教員の感想によって評価する予定である．また，H27年度に「機

械システム工学実験」を受講した学生はH28年度に研究室配属されるため，配属後の研究への取

り組み方（「自分で考え，手を動かして実験を行い，その結果を考察する」という一連のプロセス

ができるかどうか）を見ながら，長期的にも効果を調べる予定である． 

  

  

今後の展開 

 本取り組み内容について継続的に検証を行いながら，学生の学習に対する動機をさらに強化し，

大学院や企業で活躍できる学生の育成を目指す． 

 

 


